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＜来年度の市教研に関わる日程等－教研推進委員会より＞
①．組織教研－４月２５日（水） １５：００～１６：４５

②．１日教研－８月２３日（木） ９：００～１６：４５

全体会－講師・直山 木綿子 先生（文科省教育課程調査官）

直山 木綿子 先生の詳しいプロフィールを知りたい方は

「直山木綿子」で検索していただければ、情報を得るこ

とができます。

講演内容として、

・先生方の負担感と不安感を払拭するためには

・英語の魅力、便宜性

・小中連携、小中の系統性、低学年から教えることの意義

・英語の世界に目を向けて

・評価規準をつくる意味

・外国語活動で育って欲しい子ども像

等々、講演していただく予定です。

部 会－部会単位（講師の関係で午前、午後は未定）

③．半日教研－１１月７日（水）１３：３０～１６：４５

④．総括教研－２月初旬までに部会単位

⑤．平成２４年度 教研推進委員（所属校等）

地 区 担当校・担当部署 役 職

下ノ加江地区 下ノ加江中学校 委員

清 水 Ⅰ 地 区 窪津小・中浜小のうちいずれか 委員

清 水 Ⅱ 地 区 清水小学校 委員

半 島 地 区 足摺岬小学校 委員

三 崎 地 区 三崎小学校 委員

下 川 口 地 区 下川口中学校 委員

市 教 組 教文部長 委員長

渭 南 教 組 教文部長 副委員長

校 長 会 校長会会長 副委員長

教 育 委 員 会 指導主事 事務局

教 育 研 究 所 研究員 事務局

⑥．平成２５年度に中学校統合が予定されています。まだ決定ではないのですが、

統合に伴う市教研の在り方や部会の構成等々、来年度内には決定しなければなら

ないかもしれません。職場内での話題の一つとして取り上げて欲しいと思います。

ちなみに、幡多郡内では、大月町、黒潮町などが参考となるのではないでしょ

うか。

研究所だより
＜「絆」＞

２０１１年を表す漢字一文字は「絆」と発表されました。

東日本大震災や台風被害で家族の大切さを感じ、支援の輪も広がったことに加え、

女子サッカー・なでしこジャパンのチームワークを理由に挙がったそうです。

清水寺で森 清範貫主が特大の和紙に墨で書き上げました。森貫主は「みんなが

手を一つに携えて復興を重ねていこう。そんな願いを込めて書きました。」と語っ

ていました。

美人の日本語（著者・山下 景子）の中には、次のように書かれています。

「絆は目に見えない心の繋がり」

もとは、馬や犬、鷹などを木に結びつける綱のことで、「木綱」と書いてい
き づな

たのが、いつのまにか「きずな」になったようです。

「絆 」という字も、つなぎ止めるという意味の漢字ですし、「情に絆される」
ほだ

というと、情にひかれて、束縛されるという意味ですから、かなり、手かせ足

かせのイメージの強い言葉だったようです。

でも、太い綱でしっかりと木に結びつけられている馬と、ほとんど結ばれて

いないのに、そばから離れない馬がいるとしたら、飼い主との心の絆は，どち

らの方が強いでしょう。

心の絆、それは、目に見える形にしようとすればするほど、弱くなっている

のかもしれません。

自由だからこそ、強い絆を結ぶことができるのではないでしょうか。

＜年賀状＞
年賀状は、年に一度の挨拶で、新年を迎えた事を喜び、気分を一新してまた

この一年を過ごそうという、希望と祝福を込めてお互いに交換し合うものです。

平素、ともすればお互い疎遠になりがちな人が、交情を温めるのによい機会

ですから、日頃からご無沙汰している人や遠く離れている親しい人、何かと世

話になった人などに、特に心を込めて書きたいものです。

＜除夜の鐘・大晦日＞
除夜とは除日のことを言い、除日とは旧い年を除くという意味で大晦日のことで

ふる

す。「おおつごもり」とも言うそうです。歳神（正月の神）を迎えるために身を清

めて、眠らずに一晩を過ごすとというのが古くからの習わしでした。

深夜１２時になって各地で打ち鳴らす除夜の鐘は、仏教でいう人間の百八つの煩

悩（体や心を悩ます全ての欲望）を一つ一つ消していくと言われ、鐘を鳴らすごと

に新しい年に移っていきます。また、神社では年越祭が行われ、初詣の人を迎えま

す。家庭では年越しそばを食べ、長寿を祝う習慣が今も続けられています。

ちなみに、秋田県男鹿半島一帯の村々に古くから伝わる「なまはげ」は大晦日の

習わしです。真夜中、なまはげ役の村の青年たちが鬼の面をつけ、悪魔払いといっ

て大声で走りまわり、家の中に入り込んでは「泣く子はいないか、怠け者はいない

か」と叫びます。家の人は、神棚にお参りした後、なまはげを酒や肴で丁重にもて

なします。新年を祝うため村に訪れた神として敬う行事です。

＜皆様ご家族お揃いで良いお年をお迎えください
２０１２年がお互いの飛躍の年でありますように＞


